


１ 学校でのICT利活用教育の取り組み概要 

平成23年～25年 

 総務省「フューチャースクール推進事業」 

 文部科学省「学びのイノベーション事業」実証研究 

 

平成26年度～ 

 ◆3カ年の実証研究をもとに、発展・拡充する。 

 ◆学力の3要素に基づいた授業づくり。 

 ◆年2回の公開授業。 

 ◆職員研修の充実 



災害時におけるICT環境の利活用方策と課題の抽出・分析
（遠隔授業による授業保障） 



 「学力の3要素」を柱とした取り組み 



２ 実践事例の紹介① 

中学2年英語 
 
 
本文の内容を把握し、学習者用デジタル教科書を用い、 

 
正しい発音や音読リズムで暗唱させる。 



①授業の流れ（抜粋） 

◆個人練習 

教科書を使って、本文音読をする。 

◆練習の成果を録音する 

学習者用PCのサウンドレコーダーを使用する。 

◆自分でチェック 

発音ができていない文の練習を繰り返す。 

◆自分のレベルに合わせて 

デジタル教科書内にある英文穴埋めを利用し、 
本文を暗唱する。 

◆ペアをつくって 

お互いに聞いて、評価する。 



◆練習の成果を録音する 



◆自分のレベルに合わせて 



◆ペアをつくって 



② 成果と展望 

成 果 

•自分の声を客観的に聞くことができ、繰り返し練習することで、英文の
定着につながる。 
 

•学習者用デジタル教科書を用いることで、個人の習熟度に合わせて、
重点的に学習できる。 

展 望 

•機器の操作に時間をとられる。1年時より、基本的な操作を計画的・
断続的に指導していきたい。 

•学習者用デジタル教科書に日本語訳がないので、意味が分からずに
繰り返している生徒もいた。教師や生徒のニーズにより応えるソフト
ウェアの開発が望まれる。 



２ 実践事例の紹介② 

Web交流（生徒会活動）  
 

本校生徒会役員が生徒会活動を充実させるために 
武雄高校の先輩にアドバイスをもらう。 

 



① 武雄高校とのWeb交流 



② 成果と展望 

成 果 

•  中学校・高校の生徒が積極的に意見を交わす様子が見られた。特
に中学生にとっては、先輩から受けたアドバイスを学校生活に生かし
ていこうという態度が見られた。 
 

• ＩＣＴをきっかけに交流する機会が増え、生徒たちは中高一貫校として
のつながりを強く感じることができた。 

展 望 

•事前準備に時間がかかる。「いつでも」「誰でも」使えるマニュアルの
整備が必要である。 

•機器や通信上の不具合がある。記録を詳細にとることで、原因を把
握することができる。 

生徒アンケート 

設定一覧 



② 成果と課題（生徒アンケートより） 

聞こえる 伝える 見える 生かす 有効か 

思う 78.6 36.8 66.7 94.7 73.8

やや思う 19.0 50.0 21.4 5.3 21.4

あまり思わない 2.2 7.8 9.5 0.0 4.7

思わない 0.2 5.2 2.3 0.0 0.0
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①実施クラス ②日時 ③実施内容 ④通信方法、 
⑤利用機器 ⑥システム、⑦設定 ⑧状況 

で記録をとった。 



４ 今後の展望 

○「だれでも」「いつでも」「どこでも」ICT利活用教育が実践できる環境 
 づくり。 
 ◆教科部会（職員研修）での情報共有。 
 ◆シラバスの修正・共有を積極的に行う。 
 
○協働学習のスタイルの確立 
 ◆学力向上につながる、協働学習の在り方。 
 
○デジタル教材の充実 
 ◆教員や生徒のニーズ、興味関心に応じた多様な授業 展開が可能 
 となるよう、教材の作成や選定を行う。 
 
○情報モラル教育の充実。 
 ◆ICTスキル・モラル研修会を生かし、今の生徒がおかれている 
 ネットワーク事情について理解を深める。 


